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資
料
紹
介
長
崎
警
備
に
お
け
る
佐
賀
藩
主
・
長
崎
奉
行
の
視
察
鍋
島
茂
清
一
︑
は
じ
め
に
鍋
島
主
水
家
は
藩
祖
・
鍋
島
加
賀
守
直
茂
の
養
子
と
な
っ
た
︑
鍋
島
主
水
佑
茂
里
を
始
祖
と
し
た
家
で
あ
る
︒
茂
里
は
永
禄
一
二
年
︵
一
五
六
七
︶︑
飯
盛
村
︵
現
佐
賀
市
本
庄
町
上
飯
盛
︶
に
生
ま
れ
︑
一
一
歳
の
と
き
直
茂
の
養
子
と
な
る
︒
そ
の
翌
年
に
直
茂
の
嫡
子
勝
茂
が
生
ま
れ
る
も
︑
直
茂
は
養
子
を
辞
さ
せ
ず
︑
そ
の
後
も
茂
里
を
養
っ
て
い
る
︒
龍
造
寺
隆
信
が
戦
死
し
た
︑
天
正
一
二
年
︵
一
五
八
四
︶
の
島
原
の
戦
い
が
茂
里
の
初
陣
で
︑
そ
の
後
︑
つ
ね
に
直
茂
の
先
陣
と
し
て
戦
う
︒
豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
︑
関
ヶ
原
の
戦
い
の
後
の
︑
福
岡
・
柳
川
の
立
花
宗
茂
と
の
﹁
八
の
院
の
戦
い
﹂
で
も
活
躍
す
る
︒
慶
長
一
五
年
︵
一
六
一
〇
︶
愛
知
県
名
古
屋
城
の
手
伝
普
請
の
さ
な
か
発
病
し
︑
佐
賀
に
帰
国
後
死
亡
す
る
︒
茂
里
の
家
は
子
孫
代
々
︑
主
水
を
名
乗
り
﹁
主
水
家
﹂
と
い
わ
れ
︑
ま
た
︑
神
埼
郡
の
横
岳
下
野
守
頼
続
の
遺
領
を
嗣
い
だ
た
め
︑﹁
横
岳
家
﹂
と
も
い
わ
れ
た
︒
茂
里
以
後
︑
代
々
家
老
職
筆
頭
の
家
格
を
維
持
し
︑
幕
末
に
ま
で
い
た
っ
た
家
で
あ
る
︒
鍋
島
主
水
家
に
残
さ
れ
た
近
世
の
文
書
が
︑
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
︒
そ
の
文
書
数
は
一
六
九
五
点
に
な
る
︵
早
稲
田
大
学
図
書
館
・
文
書
目
録
第
一
集
﹁
鍋
嶋
主
水
家
文
書
目
録
﹂︶︒
﹁
鍋
嶋
主
水
家
文
書
目
録
﹂︵
請
求
番
号
・
文
書
九
︶
に
は
︑
解
題
・
Ａ
領
地
・
Ｂ
藩
法
令
・
Ｃ
藩
主
書
状
・
Ｄ
諸
家
書
状
・
Ｅ
藩
勤
役
・
Ｆ
藩
軍
役
・
Ｇ
長
崎
御
番
・
Ｈ
島
原
陣
役
・
Ｉ
幕
末
陣
役
・
Ｊ
家
由
緒
・
Ｋ
家
士
書
状
・
Ｌ
家
勤
役
・
Ｍ
家
記
録
・
Ｎ
家
財
政
・
Ｏ
家
入
用
・
Ｐ
寺
社
・
Ｑ
儀
礼
・
Ｒ
茶
事
・
Ｓ
書
巻
・
Ｔ
雑
・
Ｕ
追
補
に
分
類
さ
れ
て
い
る
︒
こ
こ
で
は
﹁
Ｇ
長
崎
御
番
﹂
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
一
五
点
の
文
書
と
一
点
の
絵
図
の
う
ち
︑﹁
正
徳
三
年
長
崎
御
番
所
記
録
之
内
﹂
と
し
て
書
載
さ
れ
て
い
る
七
点
の
う
ち
︑﹁
殿
様
御
越
之
節
仕
組
﹂︵
請
求
番
号
・
文
書
九
-Ｇ
四
︶
御
奉
行
衆
御
見
廻
之
刻
仕
組
﹂
(同
文
書
九
-Ｇ
五
︶
の
二
点
を
︑
翻
刻
し
て
内
容
を
検
討
し
た
︒
佐
賀
藩
に
お
い
て
長
崎
警
備
は
︑
同
じ
く
家
老
家
の
深
堀
鍋
島
家
が
重
責
を
担
っ
て
い
た
︒
鍋
島
主
水
家
と
深
堀
鍋
島
家
の
始
祖
で
あ
る
︑
鍋
島
茂
里
と
鍋
島
安
芸
守
茂
賢
は
兄
弟
で
あ
っ
た
︒
そ
の
た
め
︑
深
堀
鍋
島
家
の
担
当
部
署
で
あ
っ
た
﹁
長
崎
御
番
﹂
の
文
書
が
︑
鍋
島
主
水
家
の
文
書
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
︒
そ
の
詳
細
は
︑
な
ぜ
︑
鍋
島
主
水
家
の
文
書
が
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
か
を
含
め
不
明
で
あ
る
︒
長崎警備における佐賀藩主・長崎奉行の視察
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二
︑
内
容
の
解
説
﹁
殿
様
御
越
之
節
仕
組
﹂
正
徳
三
年
︵
一
七
一
三
︶
の
佐
賀
藩
主
は
︑
四
代
鍋
島
丹
後
守
吉
茂
で
あ
る
︒
佐
賀
藩
主
が
長
崎
御
番
所
を
視
察
の
た
め
︑
長
崎
に
来
る
こ
と
を
﹁
御
越
﹂
と
い
っ
た
︒
藩
主
の
長
崎
屋
(１
)敷
か
ら
各
御
番
所
へ
の
用
船
と
し
て
︑
御
召
船
・
浅
行
船
・
御
召
伝
通
船
・
御
駕
籠
船
の
四
艘
︑
さ
ら
に
引
船
・
供
船
な
ど
が
準
備
さ
れ
︑
そ
れ
ら
船
頭
・
舸
子
が
西
泊
御
番
所
・
戸
町
御
番
所
に
所
属
の
者
か
ら
︑
指
名
さ
れ
派
遣
さ
れ
た
︒
藩
主
が
御
越
の
た
め
の
御
番
所
の
掃
除
や
準
備
︑
西
泊
・
戸
町
両
御
番
所
さ
ら
に
道ど
生しょ
う
田だ
御
蔵
︵
塩
硝
蔵
︶
へ
の
派
遣
の
渡
海
の
た
め
︑
両
御
番
所
か
ら
目
付
・
調
役
は
じ
め
︑
足
軽
三
〇
人
ず
つ
派
遣
さ
れ
︑
両
御
番
所
詰
舸
子
は
一
九
一
人
と
そ
れ
ら
用
船
と
し
て
二
〇
艘
が
準
備
さ
れ
る
︵
表
１
︶︒
藩
主
の
御
越
の
と
き
に
は
前
も
っ
て
︑
両
御
番
所
の
番
頭
が
︑
長
崎
屋
敷
に
家
来
を
派
遣
す
る
︒
西
泊
御
番
所
の
波
止
場
で
舸
子
が
出
迎
え
︑
御
番
所
城
戸
で
鍋
島
志
(２
)摩
・
番
頭
・
石
火
矢
役
頭
人
等
出
迎
え
の
人
員
は
定
め
ら
れ
て
い
る
︒
鍋
島
志
摩
は
戸
町
御
番
所
・
道ど
生
し
ょ
う
田だ
塩
硝
蔵
に
も
同
行
す
る
︒
出
迎
え
︑
同
行
し
て
見
送
る
番
頭
・
石
火
矢
役
以
下
そ
の
名
簿
は
提
出
し
︑
服
装
や
所
持
す
る
装
備
ま
で
決
ま
っ
て
い
た
︒
両
御
番
所
と
も
鳥
毛
槍
を
立
て
︑
槍
懸
を
置
き
︑
惣
柵
廻
に
は
幕
を
張
る
︒
御
通
行
が
見
え
る
各
小
屋
の
窓
は
閉
め
︑
本
陣
台
所
の
窓
に
も
幕
を
張
る
︒
波
止
場
で
は
船
や
餝
船
に
は
舫
綱
を
張
り
︑
整
然
と
見
掛
け
良
く
繋
い
で
お
く
︒
ま
ず
︑
御
番
所
の
石
火
矢
蔵
で
は
石
火
矢
役
頭
人
・
付
役
が
出
迎
え
︑
蔵
の
内
部
を
案
内
し
て
︑
そ
の
後
︑
本
陣
に
は
い
る
︒
こ
れ
ら
の
行
程
の
道
路
は
掃
除
が
さ
れ
︑
薄
縁
が
敷
か
れ
て
い
る
︒
鍋 島 茂 清
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表１ 藩主の御越のため長崎・深堀へ派遣する人数・船
20発駕後 舸子
船頭
４艘
御召伝通船
平太船
藩主用船 船・役者・足軽・舸子
59舸子
引船・供船 舸子浅行船
役者御駕籠船
藩主用船４艘舸子御召船
2
14〜15３日間の掃除
53
37
人
2
3〜5近日２日掃除 足軽
30舸子
38御着の前日 足軽
６挺立 ２艘
1 12挺立 ４艘
4 20挺立 ６艘4
1
組代
42挺立 ４艘
御番所詰足軽 西泊 人
2 46挺立 ２艘
戸町 人 両御番所詰舸子
深堀足軽賄11掃除小奉行
4深堀石火矢役賄64道留
2 両御番所石火矢役賄
4 御船抱用
8 ４挺立 ２艘
1
1913030計
4深堀触役・調役渡
1調役
4
1長崎差次
道生田番
12
2目付
12
101深堀差次
47
18
人
44
66表・裏城戸番
204遠見番
142御蔵番
※右の派遣人数・船に含む
西
泊
御
番
所
で
の
本
陣
の
設
え
に
は
多
く
の
配
慮
と
心
配
り
を
し
て
︑
茶
菓
や
湯
茶
の
水
も
指
定
が
あ
り
︑
供
の
者
へ
の
接
待
に
も
怠
り
が
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
︒
特
に
便
所
へ
の
手
洗
・
手
拭
お
よ
び
替
履
に
ま
で
十
分
な
配
慮
を
し
て
い
る
︵
表
３
︶︒
本
陣
で
の
休
息
が
終
わ
る
と
︑
番
頭
等
の
見
送
り
で
︑
戸
町
御
番
所
へ
向
か
う
︵
表
２
︶︒
戸
町
御
番
所
に
は
鍋
島
志
摩
・
西
泊
石
火
矢
役
頭
人
が
し
た
が
う
︒
戸
町
御
番
所
で
は
︑﹁
殿
様
御
越
之
節
仕
組
﹂
に
は
記
載
が
な
い
が
︑
長
崎
奉
行
の
見
廻
の
場
合
と
同
様
に
︑
戸
町
御
番
所
の
番
頭
・
目
付
・
物
頭
・
石
火
矢
役
付
役
が
出
迎
え
た
の
だ
ろ
う
し
︑
さ
ら
に
︑
見
送
り
も
同
様
の
者
た
ち
が
お
こ
な
っ
た
︵
表
２
︶︒
道
生
田
御
蔵
に
は
先
行
し
て
い
た
鍋
島
志
摩
等
が
出
迎
え
︑
見
廻
後
に
は
︑
波
止
場
で
西
泊
番
頭
・
西
泊
石
火
矢
役
付
役
が
見
送
っ
た
︵
表
２
︶︒
西
泊
御
番
所
か
ら
道
生
田
塩
硝
蔵
を
経
て
︑
戸
町
御
番
所
を
視
察
し
て
︑
長
崎
屋
敷
に
帰
る
が
︑
四
月
・
九
月
の
御
越
の
と
き
は
︑
御
番
所
勤
務
の
者
に
は
拝
領
物
が
あ
る
︒
藩
主
が
長
崎
に
も
ど
る
と
︑
両
御
番
所
の
番
頭
の
家
来
が
御
機
嫌
伺
い
の
た
め
出
頭
す
る
︒﹁
御
奉
行
衆
御
見
廻
之
刻
及
び
隣
単
之
御
衆
之
節
仕
組
﹂
長
崎
奉
行
が
西
泊
・
戸
町
の
両
御
番
所
お
よ
び
道
生
田
御
蔵
に
視
察
す
る
こ
と
を
︑
﹁
御
見
廻
﹂
と
い
っ
た
︒
長
崎
奉
行
が
見
廻
の
と
き
は
︑
長
崎
地
役
人
で
あ
る
長
崎
町
年
寄
も
同
行
す
る
︒
そ
れ
ら
渡
海
の
と
き
に
は
︑
長
崎
奉
行
が
渡
海
用
の
船
を
所
持
し
て
い
る
の
で
︑
佐
賀
藩
は
準
備
を
し
な
い
︒
西
泊
・
戸
町
の
両
御
番
所
や
道
生
田
御
蔵
の
出
迎
え
や
城
戸
番
・
道
留
役
に
い
た
る
ま
で
の
人
員
名
簿
は
︑
各
々
の
波
止
場
で
︑
佐
賀
藩
の
聞
番
か
ら
奉
行
の
家
来
に
わ
た
す
︒
そ
れ
ら
侍
・
足
軽
・
舸
子
ま
で
服
装
や
携
行
物
ま
で
も
定
め
ら
れ
て
い
た
︒
さ
ら
に
︑
波
止
場
か
ら
御
番
所
の
本
陣
ま
で
は
掃
除
を
し
︑
道
路
に
は
薄
縁
を
敷
く
︒
本
陣
長崎警備における佐賀藩主・長崎奉行の視察
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表２ 藩主御越と奉行見廻の人数・船数の比較
石火矢役頭人
出迎
番頭
鍋島志摩舸子10人
城戸波止場
物頭石火矢役付役10人
石火矢役付役目付
番頭
見送
石火矢蔵
目付石火矢役頭人
石火矢蔵
物頭
足軽
船頭
西泊御番所・道生田御蔵
見送
鍋島志摩番頭
石火矢役付役
物頭
目付
戸町番頭
出迎
戸町御番所
戸町石火矢役付役
西泊石火矢役付役
両石火矢役頭人
西泊番頭
鍋島志摩 石火矢役付役
西泊物頭
御番所波止場
石火矢役頭人
西泊御番所
随
行
目付
物頭目付
道生田御蔵戸町御番所
舸子10人番頭
石火矢役付役物頭
舸子10人
藩主の西泊御番所の出迎と見送
長崎奉行の見廻の出迎と見送
な
ど
の
設
え
も
必
要
で
あ
る
︒
し
た
が
っ
て
︑
長
崎
奉
行
の
見
廻
の
連
絡
は
前
日
と
あ
る
が
︑
日
時
の
余
裕
に
は
︑
か
な
り
の
ゆ
と
り
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
佐
賀
藩
の
当
番
年
で
あ
る
大
番
中
は
︑
西
泊
御
番
所
に
鍋
島
志
摩
が
待
機
し
て
︑
戸
町
御
番
所
・
道
生
田
御
蔵
へ
も
先
導
し
同
行
す
る
︒
西
泊
御
番
所
の
波
止
場
で
は
︑
番
頭
・
石
火
矢
役
頭
人
等
藩
主
と
同
様
の
人
物
が
出
迎
え
る
︒
波
止
場
か
ら
石
火
矢
蔵
・
御
玉
蔵
を
視
察
し
て
御
番
所
本
陣
に
は
い
る
︒
本
陣
の
設
え
は
︑
ほ
ぼ
藩
主
と
同
様
で
あ
る
が
︑
御
座
所
に
は
藩
主
は
下
敷
に
毛
氈
が
つ
か
わ
れ
︑
そ
の
上
に
花
茣
蓙
が
敷
か
れ
る
︒
長
崎
奉
行
は
上
敷
が
毛
氈
で
あ
る
︒
手
洗
に
は
藩
主
に
手
拭
お
よ
び
手
拭
懸
が
用
意
さ
れ
る
︒
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
奉
行
よ
り
藩
主
の
ほ
う
が
︑
よ
り
丁
寧
な
設
え
で
あ
る
よ
う
で
あ
る
︒
し
か
し
︑
長
崎
奉
行
の
供
に
は
酒
・
取
肴
な
ど
が
準
備
さ
れ
る
が
︑
藩
主
の
供
に
は
︑
菓
子
・
茶
・
た
ば
こ
の
み
で
あ
る
︵
表
３
︶︒
長
崎
奉
行
が
本
陣
で
休
息
の
と
き
は
︑
鍋
島
志
摩
お
よ
び
番
頭
は
次
の
間
で
待
機
す
る
︒
そ
の
後
︑
戸
町
御
番
所
に
ま
わ
り
︑
道
生
田
で
は
舸
子
が
出
迎
え
︑
鍋
島
志
摩
等
随
行
す
る
人
数
は
藩
主
と
同
様
で
あ
る
︒
見
送
り
は
西
泊
波
止
場
で
は
物
頭
・
石
火
矢
役
付
役
︑
戸
町
御
番
所
で
は
戸
町
番
頭
等
︑
道
生
田
で
は
随
行
し
て
き
た
西
泊
物
頭
・
石
火
矢
役
付
役
が
行
っ
た
︵
表
２
︶︒
小
番
中
で
あ
っ
て
も
︑
長
崎
奉
行
が
就
任
後
は
じ
め
て
の
視
察
の
と
き
は
︑
鍋
島
志
摩
か
石
火
矢
役
頭
人
の
一
人
を
佐
賀
か
ら
派
遣
す
る
︒
長
崎
奉
行
が
長
崎
奉
行
所
に
も
ど
る
と
︑
鍋
島
志
摩
・
両
御
番
所
番
頭
は
ご
機
嫌
伺
い
の
た
め
︑
長
崎
奉
行
所
に
出
頭
す
る
︒
そ
の
う
え
︑
視
察
が
終
わ
っ
た
こ
と
を
御
側
・
請
役
所
に
注
進
す
る
︒
近
隣
の
大
名
の
視
察
の
と
き
も
︑
長
崎
奉
行
と
同
様
の
手
順
で
あ
る
と
し
︑
そ
の
日
時
は
長
崎
奉
行
か
ら
聞
番
を
と
お
し
て
︑
御
番
所
に
連
絡
が
あ
る
と
す
る
︒
︵
１
︶
長
崎
屋
敷
：
長
崎
市
大
黒
町
の
鍋
島
蔵
屋
敷
︒
︵
２
︶
鍋
島
志
摩
：
深
堀
鍋
島
家
五
代
邑
主
・
鍋
島
茂
久
︒
凡
例
一
漢
字
は
お
お
む
ね
常
用
漢
字
を
使
用
し
た
が
︑
炮
・
抔
・
嘉
・
惣
な
ど
は
︑
原
本
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表３ 藩主・奉行の御番所本陣の比較
床の間
御紋付紫幕御紋付紫幕勝手口
座敷板縁
御座所
薄縁 緒太の上ばき薄縁 緒太の上ばき
龍脇肉 茶碗 ふた 源秀院の水 たばこ
たばこ小道具 銀きせる
龍脇肉 茶碗 茶托 源秀院の水菓子
金屏風
上敷は毛氈 銘々の刀懸
奉行
下敷は毛氈 上敷は花茣蓙 長崎置物
藩主
貫立三方 熨斗 長崎置物 鉄炮 弓白木三方 熨斗 刀懸
金屏風
手水鉢 ふた 柄杓手水鉢 ふた 柄杓 手洗 手拭 手拭懸手洗
菓子 茶 たばこ たばこ盆 酒 取肴
びひどろビン 猪口 出し茶
菓子 茶 たばこ供中
手水 手洗 手拭 手拭懸たばこ たばこ盆次の間
の
と
お
り
と
し
た
︒
変
体
仮
名
は
平
仮
名
で
表
記
し
た
︒
一
助
詞
の
江
・
之
・
而
お
よ
び
ゟ
・
〆
は
原
本
の
と
お
り
と
し
た
︒
一
繰
り
返
し
記
号
は
︑
片
仮
名
は
﹁
ヽ
﹂・
平
仮
名
は
﹁
ゝ
﹂・
漢
字
は
﹁
々
﹂
と
し
︑
﹁
〳
〵
﹂
も
原
本
の
と
お
り
と
し
た
︒
一
傍
注
と
し
て
誤
字
や
疑
い
が
あ
る
が
︑
原
本
の
ま
ま
と
し
た
と
き
は
︑︵
マ
マ
︶
と
添
書
し
た
︒
一
文
字
の
虫
食
・
摩
滅
は
□
︑
字
画
の
不
明
瞭
は
■
で
あ
ら
わ
し
た
︒
一
本
翻
刻
は
原
本
で
は
な
く
︑
写
真
複
写
を
使
用
し
た
︒
し
た
が
っ
て
﹁
差
紙
﹂
か
﹁
付
紙
﹂
の
区
別
は
つ
か
な
か
っ
た
︒
そ
こ
で
本
原
稿
で
は
す
べ
て
を
﹁
別
紙
﹂
と
表
現
し
て
い
る
︒

[表
題
]
﹁
正
徳
三
年
長
崎
御
番
所
記
録
之
内
殿
様
御
越
之
節
仕
組
﹂
一
殿
様
長
崎
ゟ
御
番
所
・
道
生
田
御
渡
海
之
御
用
舩
段
々
︑
従
深
堀
長
崎
乗
廻
候
節
︑
両
御
番
所
ゟ
差
出
候
舸
子
等
之
儀
︑
前
を
以
両
番
所
ゟ
深
堀
詰
着
座
江
申
談
置
候
一
通
一
御
召
舩
并
浅
行
・
御
召
伝
通
・
御
駕
籠
舩
右
四
艘
は
︑
長
崎
御
着
前
︑
日
和
次
第
五
日
程
以
前
ゟ
立
神
迄
乗
廻
置
候
︑
右
用
之
舸
子
両
御
番
所
ゟ
三
十
七
人
深
堀
江
差
越
候
︑
尤
立
神
着
舩
之
上
右
舸
子
不
残
︑
早
速
御
番
所
罷
帰
候
事
︑
但
右
舸
子
出
方
双
方
申
談
︑
火
事
番
之
方
よ
り
ハ
人
数
相
減
差
出
候
事
一
御
引
舩
・
御
供
舩
等
ハ
長
崎
御
着
之
前
日
︑
従
深
堀
直
ニ
長
崎
御
屋
敷
江
乗
廻
候
︑
尤
日
和
難
計
時
節
は
其
前
日
ゟ
も
乗
廻
候
︑
右
用
舸
子
従
両
御
番
所
五
十
三
人
差
出
候
︑
此
内
十
壱
人
は
兼
而
深
堀
江
為
舩
番
用
参
居
候
舸
子
︑
偖
又
深
堀
詰
之
石
火
矢
役
渡
リ
賄
舸
子
之
内
弐
人
︑
双
方
ゟ
取
揚
五
十
三
人
之
内
ニ
相
加
候
︑
依
之
此
節
両
御
番
所
ゟ
ハ
四
十
人
深
堀
差
遣
相
澄
候
︑
尤
右
舩
之
長
崎
着
舩
之
上
︑
四
十
人
之
内
十
人
長
崎
留
居
︑
残
三
十
人
は
早
速
御
番
所
罷
帰
候
事
︑
但
双
方
ゟ
之
舸
子
出
方
前
ニ
同
一
右
御
供
舩
等
乗
廻
候
舸
子
差
越
候
節
︑
舩
頭
弐
人
・
役
者
四
人
両
御
番
所
ゟ
深
堀
江
差
遣
候
事
︑
但
御
供
舩
等
ニ
乗
組
候
舩
頭
役
は
︑
深
堀
詰
人
数
ニ
而
致
不
足
候
付
而
右
之
通
差
越
候
︑
尤
右
代
リ
ハ
従
諫
早
繰
越
ニ
而
︑
舩
頭
壱
人
宛
双
方
江
殿
様
御
渡
海
之
間
計
罷
越
居
候
也
一
御
供
舩
等
長
崎
江
乗
廻
候
節
立
神
ニ
繋
居
候
︑
御
召
舩
一
通
も
長
崎
江
差
廻
候
付
而
︑
右
用
之
舸
子
三
十
七
人
又
々
両
御
番
所
ゟ
差
出
︑
立
神
江
遣
候
︑
是
又
長
崎
着
舩
之
上
ニ
而
は
︑
右
舸
子
不
残
罷
帰
候
事
︑
但
右
舸
子
之
儀
も
前
を
以
︑
深
堀
詰
着
座
江
申
談
置
候
付
而
︑
此
節
は
御
召
舩
之
舩
頭
ゟ
申
通
次
第
ニ
立
神
江
差
遣
候
︑
尤
双
方
ゟ
之
出
方
前
同
一
右
御
用
舩
一
通
︑
乗
廻
候
舸
子
之
儀
︑
深
堀
詰
着
座
ゟ
両
番
頭
江
段
々
申
来
候
上
︑
御
目
付
申
談
前
ニ
書
載
之
通
差
出
候
︑
尤
立
神
・
長
崎
間
江
御
舩
︑
銘
々
着
舩
次
第
時
々
御
番
所
舸
子
ハ
差
帰
候
儀
︑
深
堀
詰
着
座
ゟ
御
召
舩
頭
江
可
申
付
段
も
前
を
以
︑
申
談
置
候
事
一
惣
御
舩
数
右
之
通
段
々
差
廻
候
儀
︑
毎
度
夜
ル
〳
〵
乗
廻
候
様
︑
尤
御
番
所
ゟ
遣
候
舸
子
︑
晩
景
ニ
可
差
越
由
深
堀
詰
着
座
江
申
談
候
事
︑
但
昼
之
内
は
御
番
所
江
用
事
多
候
付
而
右
相
勤
候
上
︑
晩
方
ゟ
舸
子
差
遣
夜
之
内
ニ
乗
廻
候
得
は
︑
翌
朝
は
右
舸
子
罷
帰
候
故
︑
壱
日
も
費
無
之
た
め
右
之
通
申
談
候
之
一
御
番
所
御
渡
海
之
日
限
相
極
候
段
申
来
候
上
︑
右
御
用
之
舸
子
九
十
人
双
方
ゟ
差
出
候
︑
右
之
内
前
ニ
書
載
之
舩
番
舸
子
十
一
人
︑
賄
舸
子
弐
人
扨
又
御
供
舩
等
乗
廻
候
節
︑
残
置
候
舸
子
十
人
︑
合
二
十
三
人
は
長
崎
江
乗
組
居
候
故
︑
此
節
両
御
番
所
ゟ
は
六
十
七
人
差
出
︑
当
日
之
前
晩
長
崎
江
遣
候
事
︑
但
右
舸
子
双
方
ゟ
之
出
方
前
長崎警備における佐賀藩主・長崎奉行の視察
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ニ
同
一
御
番
所
御
渡
海
相
澄
︑
長
崎
御
着
舩
被
遊
候
而
ゟ
御
発
駕
之
節
迄
之
儀
︑
九
十
人
之
舸
子
共
乗
組
之
侭
ニ
而
差
扣
罷
有
︑
御
発
駕
以
後
深
堀
江
御
舩
乗
戻
候
上
︑
九
十
人
之
内
七
拾
七
人
︑
早
速
御
番
所
罷
帰
候
事
一
右
之
通
深
堀
・
立
神
・
長
崎
江
段
々
舸
子
差
越
候
節
︑
乗
舩
之
儀
毎
度
深
堀
御
召
舩
之
舩
頭
ゟ
迎
舩
御
番
所
差
越
︑
尤
其
所
々
ゟ
罷
帰
候
節
も
右
舩
頭
ゟ
送
舩
差
出
候
事
一
長
崎
御
屋
敷
用
ニ
足
軽
・
舸
子
・
平
太
舩
等
之
儀
段
々
聞
番
ゟ
申
来
候
節
︑
両
御
番
所
よ
り
差
出
候
一
通
一
長
崎
御
越
之
儀
近
ニ
相
成
候
節
ニ
到
リ
︑
掃
除
等
之
用
ニ
舸
子
差
越
候
様
申
来
候
は
︑
双
方
ゟ
凡
十
四
五
人
計
日
数
三
日
程
も
毎
朝
未
明
よ
り
差
遣
候
︑
尤
夜
々
ハ
罷
帰
候
事
︑
但
双
方
申
談
︑
火
事
番
之
方
ゟ
は
人
数
相
減
差
出
候
之
一
右
之
以
後
︑
長
崎
御
着
之
日
限
相
極
候
上
ニ
而
︑
足
軽
并
舸
子
之
儀
申
来
︑
両
日
程
差
越
候
︑
其
内
壱
日
ハ
掃
除
奉
行
と
し
て
︑
足
軽
三
人
并
掃
除
夫
之
用
ニ
舸
子
三
十
人
︑
今
壱
日
ハ
掃
除
奉
行
并
水
宰
領
ニ
足
軽
五
人
︑
扨
又
舸
子
三
十
人
凡
右
之
位
差
遣
相
澄
候
︑
尤
夜
々
ハ
罷
帰
候
事
︑
但
足
軽
・
舸
子
出
方
前
ニ
同
一
長
崎
御
着
之
前
日
未
明
ゟ
足
軽
三
十
八
人
︑
舸
子
五
十
九
人
平
太
舩
ニ
而
差
越
候
︑
尤
御
逗
留
中
は
御
屋
敷
罷
有
候
事
一
宿
舩
用
之
平
太
舩
四
艘
︑
是
又
長
崎
御
着
之
前
日
未
明
ニ
御
屋
敷
罷
着
候
様
差
越
候
事
︑
但
足
軽
三
十
八
人
舸
子
五
十
九
人
︑
此
舩
ニ
乗
せ
遣
候
付
而
︑
平
太
舩
漕
送
候
舸
子
も
右
五
十
九
人
之
内
ニ
而
相
澄
候
之
一
長
崎
御
発
駕
之
上
︑
早
速
ゟ
右
足
軽
・
舸
子
平
太
舩
ニ
乗
組
︑
段
々
罷
帰
候
事
一
御
跡
仕
廻
之
用
ニ
御
発
駕
之
翌
日
︑
舸
子
十
人
双
方
ゟ
差
遣
候
事
一
右
之
通
長
崎
・
深
堀
江
足
軽
・
舸
子
差
越
候
付
︑
割
方
左
ニ
記
之
両
御
番
所
詰
足
軽
百
十
人
内
西
泊
詰
五
十
八
人
但
道
生
田
番
西
泊
ゟ
相
勤
候
付
戸
町
ゟ
三
人
加
居
候
一
目
付
二
人
一
調
役
壱
人
一
与
代
四
人
一
長
崎
差
次
壱
人
一
深
堀
差
次
壱
人
一
表
城
戸
番
四
人
一
裏
城
戸
番
弐
人
一
遠
見
番
四
人
一
御
蔵
番
弐
人
一
道
留
四
人
一
掃
除
小
奉
行
壱
人
一
道
生
田
番
四
人
〆
三
十
人
残
弐
十
八
人
戸
町
詰
五
十
弐
人
一
目
付
弐
人
一
調
役
壱
人
一
組
代
四
人
一
長
崎
差
次
壱
人
一
深
堀
差
次
壱
人
一
表
城
戸
番
四
人
鍋 島 茂 清
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一裏
城
戸
番
四
人
一
遠
見
番
四
人
一
御
蔵
番
弐
人
一
道
留
六
人
一
掃
除
小
奉
行
壱
人
〆
三
十
人
残
弐
十
弐
人
二
口
残
五
十
人
内
二
十
人
火
事
番
残
三
十
人
右
残
人
数
ニ
火
事
番
之
内
八
人
相
加
︑
合
三
拾
八
人
︑
長
崎
御
着
之
前
日
未
明
御
屋
敷
差
越
候
之
両
御
番
所
詰
舸
子
三
百
四
拾
人
内
一
舸
子
十
八
人
四
拾
六
挺
立
二
艘
乗
組
一
同
十
八
人
四
拾
弐
挺
立
三
艘
同
断
一
同
廿
九
人
四
拾
二
挺
立
壱
艘
火
事
番
但
自
然
之
用
着
舩
ハ
︑
火
事
番
之
非
番
之
方
之
一
同
廿
八
人
廿
挺
立
二
艘
壱
艘
同
断
壱
艘
ハ
自
然
用
一
同
十
六
人
廿
挺
立
四
艘
乗
組
一
同
十
弐
人
十
二
挺
立
四
艘
同
断
一
同
十
人
六
挺
立
二
艘
同
断
一
舸
子
六
人
四
挺
立
二
艘
乗
組
一
同
廿
人
御
舩
抱
之
用
一
同
十
四
人
両
御
番
所
御
石
火
矢
役
賄
但
六
人
之
内
一
同
四
人
深
堀
右
同
断
一
同
十
二
人
足
軽
賄
一
同
四
人
触
使
并
調
役
渡
〆
百
九
十
壱
人
此
内
ニ
而
御
番
所
之
諸
用
ハ
相
伺
候
残
百
四
十
九
人
内
九
十
人
御
渡
海
舩
乗
組
此
内
ニ
深
堀
詰
石
火
矢
役
賄
弐
人
︑
同
所
舩
番
十
一
人
加
ル
残
七
十
七
人
之
儀
︑
御
番
所
御
渡
海
以
前
は
︑
日
之
中
御
番
所
諸
用
相
勤
候
間
支
無
之
︑
但
夜
々
御
舩
ニ
乗
廻
リ
候
ニ
付
而
之
五
十
九
人
長
崎
御
屋
敷
詰
︑
是
前
ニ
有
之
︑
長
崎
御
着
之
前
日
未
明
よ
り
御
屋
敷
差
越
候
舸
子
之
依
之
︑
長
崎
不
差
越
以
前
は
是
又
︑
御
番
所
之
諸
用
相
勤
之
右
舸
子
双
方
申
談
︑
火
事
番
之
方
ゟ
六
十
四
人
︑
同
非
番
之
方
ゟ
は
八
十
五
人
差
出
候
︑
御
番
所
掃
除
其
外
諸
用
ハ
前
ニ
書
載
之
舩
之
乗
組
︑
扨
又
賄
之
内
も
時
々
取
揚
相
澄
候
一
殿
様
長
崎
御
着
之
日
限
申
来
候
上
︑
御
着
前
従
両
番
頭
為
御
機
嫌
伺
︑
家
来
銘
々
御
蔵
屋
敷
差
越
置
候
事
一
殿
様
御
番
所
御
越
前
廉
︑
志
摩
西
泊
罷
越
居
︑
夫
ゟ
戸
町
・
道
生
田
江
も
段
々
御
先
罷
越
候
事
一
殿
様
波
止
場
御
着
舩
之
節
︑
御
舩
抱
候
舸
子
十
人
宛
人
柄
を
撰
︑
髪
・
月
額
等
申
付
︑
筋
帷
子
を
着
せ
︑
従
前
廉
揃
置
候
事
︑
附
右
舸
子
共
御
舩
抱
候
節
︑
見
懸
不
長崎警備における佐賀藩主・長崎奉行の視察
鍋 島 茂 清
73
行
儀
ニ
無
之
様
稠
敷
可
申
付
旨
︑
御
舩
頭
江
申
聞
候
事
一
御
番
所
小
屋
〳
〵
窓
︑
御
通
筋
々
相
見
候
分
は
不
残
︑
戸
障
子
立
置
候
事
一
御
舩
揚
之
節
︑
城
戸
内
江
罷
出
候
人
数
上
下
着
番
頭
羽
織
袴
着
御
石
火
矢
役
頭
人
右
同
断
御
目
付
右
同
断
物
頭
中
足
軽
御
舩
頭
附
右
名
書
︑
御
先
ニ
罷
越
候
︑
御
奏
者
番
江
従
番
頭
相
渡
候
︑
尤
番
頭
始
物
頭
迄
ハ
︑
仮
名
書
載
一
紙
之
末
ニ
足
軽
・
御
舩
頭
と
計
︑
双
ヘ
候
而
書
加
候
事
[別
紙
]
﹁
一
元
文
四
年
未
四
月
廿
七
日
︑
殿
様
御
家
督
始
而
御
越
之
節
︑
御
前
江
指
上
候
品
︑
扨
又
何
も
御
目
見
江
場
所
︑
其
外
跡
方
ニ
相
替
儀
有
之
間
敷
哉
と
︑
矢
上
於
御
泊
︑
鍋
嶋
侍
兵
衛
・
野
口
新
右
衛
門
迄
大
木
勝
右
衛
門
・
岡
部
七
之
助
ゟ
相
尋
遣
候
処
︑
前
様
之
通
ニ
可
仕
由
返
答
有
之
候
︑
尤
此
節
ハ
御
代
替
ニ
付
而
物
頭
中
不
残
本
陣
御
座
被
召
出
候
由
︑
御
奉
書
を
以
申
来
候
事
附
御
代
初
御
越
ニ
付
而
物
頭
中
・
御
石
火
矢
役
中
迄
上
下
着
用
仕
候
︑
足
軽
・
御
舩
頭
之
儀
は
︑
跡
方
上
下
着
用
不
仕
候
故
︑
此
節
も
其
通
ニ
而
袴
羽
織
着
用
仕
候
事
﹂
[別
紙
]
﹁
享
保
弐
拾
年
卯
九
月
御
越
之
節
御
目
見
場
所
絵
図
并
書
付
一
紙
別
紙
袋
ニ
入
﹂
[別
紙
]
﹁
以
前
は
御
舩
上
場
ニ
而
御
目
見
仕
候
︑
前
御
代
ハ
仰
付
ニ
而
︑
城
戸
内
ニ
而
御
目
見
仕
候
︑
御
代
初
ニ
付
而
御
目
見
場
所
之
儀
︑
御
目
付
長
崎
罷
越
︑
相
窺
旨
候
御
前
ゟ
ハ
宜
場
所
江
罷
出
候
様
ニ
と
被
仰
出
候
義
︑
波
止
場
ニ
而
御
目
見
宜
敷
可
有
之
由
︑
年
寄
衆
差
図
有
之
候
︑
右
ニ
付
而
波
止
場
ニ
而
御
目
見
候
享
保
拾
六
年
亥
四
月
﹂
一
志
摩
城
戸
口
罷
出
候
事
一
番
頭
・
御
目
付
之
儀
は
︑
殿
様
御
石
火
矢
蔵
御
入
被
成
候
間
ニ
︑
本
陣
江
御
先
ニ
参
居
候
事
一
殿
様
御
石
火
矢
蔵
被
遊
御
覧
候
節
︑
御
石
火
矢
役
頭
人
御
蔵
ニ
付
居
候
事
︑
附
リ
御
跡
ゟ
本
陣
江
参
候
事
一
物
頭
中
之
儀
御
帰
迄
ハ
︑
最
前
之
場
所
罷
有
候
事
一
御
石
火
矢
方
付
役
十
人
宛
︑
御
蔵
ノ
前
罷
出
候
事
︑
但
御
番
所
詰
十
四
人
之
外
︑
深
堀
相
詰
候
六
人
両
御
番
所
召
寄
︑
一
所
ニ
十
人
宛
罷
出
候
︑
右
之
者
御
番
所
罷
越
候
儀
御
水
取
と
し
て
︑
双
方
十
二
挺
立
壱
艘
宛
深
堀
差
遣
︑
其
舩
ニ
而
致
渡
海
候
様
仕
候
︑
且
又
右
名
書
之
儀
︑
御
石
火
矢
方
付
役
何
か
し
〳
〵
と
候
名
を
書
載
︑
先
達
而
御
奏
者
番
江
御
番
人
中
名
書
相
達
候
節
︑
一
同
ニ
差
渡
候
事
一
両
城
戸
并
遠
見
番
足
軽
之
儀
︑
兼
而
定
之
人
数
相
揃
︑
銘
々
請
取
之
場
所
罷
有
候
様
申
付
︑
尤
行
儀
羽
織
着
之
事
︑
附
道
生
田
番
人
も
右
同
断
一
此
節
御
蔵
番
弐
人
申
付
︑
行
儀
羽
織
着
之
事
一
道
留
番
足
軽
弐
人
宛
︑
上
道
・
下
道
ニ
申
付
戸
町
は
中
道
ニ
も
差
置
候
︑
是
又
行
儀
羽
織
着
之
事
︑
附
何
も
棒
を
持
︑
薄
縁
を
敷
罷
有
候
事
一
西
泊
本
陣
之
儀
︑
柵
際
を
通
候
道
筋
有
之
付
︑
立
神
之
方
ハ
柵
外
射
場
之
後
江
︑
鍋 島 茂 清
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遠
見
番
之
内
ゟ
壱
人
御
滞
座
之
間
遣
置
︑
谷
之
方
は
本
陣
西
裏
山
手
ニ
番
頭
召
仕
遣
置
︑
道
留
申
付
候
事
一
所
々
番
人
共
無
礼
・
不
行
儀
無
之
様
︑
前
を
以
稠
敷
申
付
候
事
一
両
御
番
所
本
陣
其
外
︑
波
止
場
迄
掃
除
入
念
候
事
一
惣
柵
廻
︑
槍
懸
幕
打
候
事
︑
附
上
道
を
横
ニ
御
紋
付
之
幕
ニ
而
︑
槍
懸
よ
り
本
陣
台
所
之
窓
ニ
張
切
候
事
一
鳥
毛
槍
雨
天
ニ
而
も
相
立
候
事
一
舩
・
餝
舩
︑
行
儀
見
懸
能
様
申
付
候
事
︑
但
表
波
止
之
方
ゟ
︑
段
々
如
次
第
舫
綱
を
張
︑
行
儀
能
一
面
ニ
繋
置
候
之
一
遠
見
城
戸
之
鎖
︑
扨
又
御
雪
隠
之
鎖
明
置
候
事
一
本
陣
座
床
武
具
一
通
内
証
引
取
候
事
︑
附
玄
関
之
槍
一
通
右
同
断
毛
せ
ん
・
長
崎
置
物
一
御
座
所
下
敷
毛
氈
︑
御
上
敷
花
御
座
之
事
花
御
座
番
頭
用
意
長
崎
置
物
一
御
座
金
屏
風
立
候
事
同
断
一
御
手
水
鉢
召
置
候
事
︑
附
ふ
た
・
柄
杓
共
ニ
同
断
︑
但
御
紋
付
紫
幕
一
勝
手
ノ
方
幕
仕
切
之
事
同
断
︑
但
切
分
一
座
敷
板
縁
薄
縁
敷
候
事
番
頭
用
意
一
床
白
木
三
方
・
熨
斗
同
断
一
御
刀
懸
床
ニ
召
置
候
事
同
断
御
た
は
こ
共
一
御
た
は
こ
盆
一
通
︑
御
次
召
置
候
事
番
頭
用
意
一
御
茶
碗
・
■
台
共
ニ
右
同
断
︑
附
深
堀
源
秀
院
之
水
取
寄
置
候
同
断
︑
御
く
わ
し
龍
脇
肉
一
御
菓
子
入
台
共
ニ
右
同
断
同
断
︑
御
手
拭
共
ニ
一
御
手
水
・
手
洗
・
御
手
拭
懸
同
断
同
断
緒
ぶ
と
一
御
上
は
き
︑
御
座
板
縁
薄
縁
之
上
召
置
候
事
同
断
一
御
供
中
江
菓
子
・
茶
・
た
は
こ
差
出
候
事
一
本
陣
之
台
所
︑
番
頭
自
分
之
幕
ニ
而
仕
切
候
事
︑
但
窓
之
方
は
御
供
之
人
︑
居
所
一
方
ハ
か
よ
い
之
者
召
置
候
為
也
一
正
徳
元
年
ノ
夏
︑
御
番
所
御
越
之
節
︑
御
座
障
子
向
後
取
除
可
召
置
候
︑
九
月
御
越
之
節
寒
気
ニ
有
之
候
て
立
置
可
申
由
︑
原
次
郎
兵
衛
・
馬
渡
忠
兵
衛
江
被
仰
出
置
候
事
一
四
月
・
九
月
御
越
之
節
ハ
御
番
所
詰
中
江
拝
領
物
有
リ
︑
何
も
御
礼
之
儀
︑
番
頭
ゟ
都
而
則
時
︑
御
側
江
達
候
事
︑
但
長
崎
御
発
駕
以
後
拝
領
物
︑
御
番
所
相
達
候
節
は
︑
番
頭
ゟ
佐
嘉
江
以
書
状
御
礼
之
事
[別
紙
]
﹁
寛
保
元
年
酉
九
月
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一
御
供
中
江
菓
子
差
出
ニ
不
及
旨
︑
請
役
所
ゟ
被
申
達
候
事
﹂
[別
紙
]
﹁
御
座
障
子
取
除
候
儀
︑
御
代
替
付
而
︑
請
役
所
江
相
談
仕
候
義
︑
取
除
候
ニ
は
及
間
敷
由
ニ
付
而
︑
取
除
不
申
候
︑
享
保
十
六
年
亥
四
月
﹂
一
御
帰
之
節
︑
最
前
之
通
何
も
城
戸
口
罷
出
候
事
一
両
御
番
所
御
巡
見
以
後
︑
道
生
田
御
越
之
節
︑
於
道
生
田
罷
出
候
人
数
鍋
嶋
志
摩
御
石
火
矢
役
頭
人
弐
人
西
泊
・
戸
町
同
付
役
弐
人
附
西
泊
御
石
火
矢
頭
人
之
儀
︑
殿
様
西
泊
御
乗
舩
之
上
︑
付
役
召
連
御
先
ニ
道
生
田
罷
越
居
候
︑
戸
町
御
石
火
矢
頭
人
は
戸
町
御
乗
舩
之
節
︑
御
先
ニ
付
役
召
連
︑
道
生
田
罷
越
候
事
一
道
生
田
波
止
場
ニ
而
︑
御
舩
抱
舸
子
十
人
筋
帷
子
着
せ
︑
西
泊
ゟ
差
越
置
候
事
一
戸
町
ゟ
道
生
田
御
越
之
節
︑
扨
又
道
生
田
ゟ
御
帰
舩
之
刻
︑
西
泊
・
戸
町
波
止
場
江
番
頭
・
御
目
附
・
物
頭
中
・
御
石
火
矢
方
付
役
迄
罷
出
候
事
︑
但
道
生
田
ゟ
深
堀
御
越
被
遊
儀
も
有
之
︑
御
通
舩
之
節
︑
波
止
場
江
罷
出
候
儀
︑
同
断
一
殿
様
長
崎
被
相
仕
通
︑
御
発
駕
前
両
番
頭
ゟ
為
伺
御
機
嫌
︑
家
来
銘
々
御
屋
敷
差
越
候
事
[別
紙
]
﹁
一
殿
様
長
崎
御
逗
留
中
火
用
心
番
と
し
て
︑
両
御
番
所
詰
之
内
ゟ
罷
越
候
手
明
槍
両
人
・
足
軽
六
人
︑
御
屋
敷
内
手
狭
候
付
︑
跡
方
町
宿
ニ
被
差
置
候
︑
其
通
ニ
而
は
宿
礼
等
御
費
之
儀
ニ
付
︑
向
後
舩
宿
ニ
而
相
勤
候
様
︑
尤
舩
之
義
は
御
番
所
繋
舩
之
内
弐
十
挺
立
壱
艘
差
出
︑
御
屋
敷
裏
波
止
ヘ
繋
置
可
然
旨
︑
請
役
所
ゟ
申
来
候
︑
依
之
延
享
弐
年
丑
七
月
御
越
之
節
ゟ
右
之
通
申
付
舩
宿
ニ
而
相
勤
候
也
﹂
[表
題
]
﹁
正
徳
三
年
長
崎
御
番
所
記
録
之
内
御
奉
行
衆
御
見
廻
之
刻
仕
組
︑
附
隣
単
之
御
衆
御
越
之
節
之
儀
記
之
﹂
一
御
奉
行
衆
御
越
之
儀
︑
大
形
は
前
日
長
崎
聞
番
迄
被
仰
聞
︑
其
段
早
速
聞
番
よ
り
両
御
番
所
申
来
候
事
一
御
奉
行
衆
御
番
所
其
外
御
渡
海
舩
之
儀
︑
兼
而
熊
本
嶋
原
ゟ
御
手
舩
︑
長
崎
湊
被
懸
置
︑
順
々
ニ
被
差
出
付
而
︑
御
番
所
御
見
廻
之
刻
も
此
御
方
よ
り
被
差
出
ニ
不
及
候
︑
且
又
此
節
町
年
寄
壱
人
相
付
参
候
︑
右
乗
舩
之
儀
︑
長
崎
地
之
舩
ニ
而
相
澄
︑
是
又
此
御
方
よ
り
御
構
ニ
不
及
候
事
一
当
日
前
を
以
︑
両
聞
番
︑
西
泊
・
戸
町
江
壱
人
宛
罷
越
候
︑
道
生
田
江
ハ
西
泊
江
参
候
聞
番
罷
越
候
事
︑
附
乗
舩
八
挺
立
壱
艘
︑
舸
子
共
ニ
深
堀
ゟ
差
越
候
事
一
大
番
中
之
儀
は
志
摩
当
日
前
を
以
︑
西
泊
罷
越
居
︑
戸
町
・
道
生
田
江
も
段
々
御
先
罷
越
候
事
︑
附
小
番
中
ニ
而
も
始
而
御
下
向
之
御
奉
行
︑
御
番
所
御
見
廻
之
節
は
︑
志
摩
并
御
石
火
矢
方
頭
人
壱
人
佐
嘉
ゟ
被
差
越
候
︑
但
大
形
長
崎
御
着
脇
追
付
御
見
廻
付
而
︑
御
下
着
以
前
被
差
越
置
候
也
一
御
奉
行
衆
波
止
場
御
着
舩
之
節
︑
御
舩
抱
候
た
め
舸
子
拾
人
宛
人
柄
を
撰
︑
筋
帷
子
を
着
せ
︑
従
前
廉
揃
置
候
事
︑
附
右
舸
子
共
御
舩
抱
候
節
︑
見
懸
不
行
儀
ニ
無
之
様
稠
敷
可
申
付
旨
︑
御
舩
頭
江
申
聞
候
事
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一両
城
戸
遠
見
番
足
軽
共
儀
︑
兼
而
定
之
人
数
相
揃
罷
在
候
様
ニ
申
付
︑
尤
行
儀
羽
織
着
之
事
︑
附
道
生
田
番
人
も
右
同
断
一
此
節
御
蔵
番
足
軽
弐
人
申
付
︑
行
儀
羽
織
着
之
事
一
道
留
番
足
軽
弐
人
凡
︑
上
道
・
下
道
ニ
申
付
︑
戸
町
は
中
道
ニ
も
差
置
候
︑
是
又
行
儀
羽
織
着
之
事
︑
附
何
も
棒
を
持
︑
薄
縁
を
敷
罷
在
候
事
一
西
泊
之
儀
本
陣
柵
際
ニ
通
リ
道
有
之
付
︑
立
神
之
方
は
遠
見
番
之
内
壱
人
︑
柵
外
射
場
之
後
ニ
付
置
︑
谷
之
方
は
本
陣
西
裏
山
手
之
方
江
番
頭
召
仕
遣
置
︑
道
留
申
付
候
事
一
右
所
之
番
人
并
道
留
足
軽
共
︑
聊
無
礼
・
不
行
儀
無
之
様
ニ
前
を
以
稠
敷
申
付
候
事
一
本
陣
其
外
︑
御
番
所
中
波
止
場
迄
掃
除
入
念
候
事
一
御
番
所
小
屋
〳
〵
窓
︑
御
通
筋
よ
り
相
見
江
候
分
ハ
︑
不
残
戸
・
障
子
立
置
候
事
一
遠
見
城
戸
之
鎖
︑
扨
又
御
雪
隠
之
鎖
明
置
候
事
一
惣
柵
廻
并
槍
懸
ニ
幕
張
候
事
︑
附
上
道
を
横
ニ
御
紋
付
之
幕
ニ
而
張
切
候
事
一
鳥
毛
槍
雨
天
ニ
而
も
相
立
候
事
一
舩
・
餝
舩
︑
行
儀
見
懸
能
様
ニ
申
付
候
事
︑
但
表
波
止
之
方
ゟ
段
々
如
次
第
︑
舫
綱
を
張
リ
︑
一
面
ニ
行
儀
能
繋
居
候
之
一
御
奉
行
衆
︑
先
西
泊
御
巡
見
其
以
後
︑
戸
町
被
相
越
候
︑
於
両
所
波
止
場
迄
罷
出
候
人
数
上
下
着
番
頭
番
頭
同
格
ニ
罷
出
候
羽
織
袴
着
御
石
火
矢
方
頭
人
同
断
御
目
付
同
断
物
頭
中
一
右
名
書
前
を
以
相
認
︑
聞
番
江
渡
置
候
︑
聞
番
之
儀
御
着
舩
場
江
相
浪
(マ
マ
)
罷
在
︑
其
中
ニ
右
名
書
御
奉
行
衆
家
来
江
相
渡
候
︑
認
様
左
ニ
記
之
︑
尤
折
紙
ニ
〆
番
頭
何
か
し
御
石
火
矢
役
頭
人
何
か
し
是
ハ
御
目
付
之
儀
ニ
候
得
共
鉄
炮
頭
何
か
し
跡
方
ゟ
此
通
ニ
肩
書
同
何
か
し
い
た
し
来
候
也
同
何
か
し
同
何
か
し
以
上
一
御
番
所
詰
御
石
火
矢
方
付
役
七
人
宛
︑
双
方
御
蔵
之
前
罷
出
居
候
事
︑
附
深
堀
被
差
置
候
御
石
火
矢
方
付
役
は
不
罷
出
候
︑
御
番
所
詰
人
数
計
之
名
書
調
置
候
︑
右
認
様
左
ニ
別
紙
ニ
〆
御
石
火
矢
役
侍
何
か
し
何
か
し
何
か
し
何
か
し
何
か
し
何
か
し
何
か
し
以
上
一
志
摩
儀
も
波
止
場
迄
罷
出
候
事
一
波
止
場
よ
り
御
先
達
︑
御
案
内
之
儀
番
頭
ゟ
仕
候
依
躰
︑
志
摩
差
図
次
第
御
石
火
矢
方
頭
人
よ
り
仕
儀
も
可
有
之
事
一
番
頭
并
御
石
火
矢
方
頭
人
之
儀
︑
御
石
火
矢
蔵
江
相
付
参
候
事
一
御
石
火
矢
蔵
御
覧
之
節
︑
志
摩
并
番
頭
・
御
石
火
矢
方
頭
人
相
付
居
候
事
︑
附
時
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ニ
よ
り
御
玉
蔵
御
覧
之
節
も
同
断
之
事
[別
紙
]
﹁
一
御
奉
行
衆
御
番
所
御
巡
見
之
節
︑
本
陣
御
座
江
御
入
之
上
あ
な
た
ゟ
官
左
衛
門
・
番
頭
・
御
聞
番
罷
出
候
様
︑
御
差
図
有
之
候
節
︑
御
座
罷
出
申
候
︑
御
帰
之
節
ハ
波
止
場
ニ
亦
々
罷
出
候
事
﹂
一
右
之
上
ニ
而
本
陣
御
入
候
︑
其
節
︑
志
摩
并
番
頭
御
次
ニ
罷
在
候
事
一
御
奉
行
衆
御
石
火
矢
蔵
御
立
跡
︑
中
間
に
猥
ニ
御
蔵
之
中
を
外
よ
り
の
そ
き
見
候
儀
な
と
有
之
候
︑
其
節
御
蔵
中
江
は
不
入
様
御
石
火
矢
役
ゟ
相
達
候
事
一
本
陣
仕
組
一
座
之
床
ニ
番
頭
所
持
之
鉄
炮
・
弓
等
餝
之
候
事
︑
但
具
足
櫃
之
儀
︑
扨
又
玄
関
之
槍
一
通
︑
内
澄
引
取
置
候
事
但
貫
立
三
方
・
長
崎
置
物
・
の
し
ハ
番
頭
用
意
一
同
床
ニ
御
熨
斗
差
出
置
候
事
但
長
崎
置
物
一
御
銘
々
御
上
敷
之
毛
氈
︑
敷
置
候
事
同
断一
御
上
敷
之
脇
ニ
御
銘
々
御
刀
懸
︑
差
出
置
候
事
同
断一
御
座
ニ
金
屏
立
候
事
同
断
但
御
紋
付
紫
幕
一
勝
手
之
方
︑
幕
仕
切
之
事
同
断
但
切
合
一
座
敷
板
縁
ニ
︑
薄
縁
敷
候
事
同
断一
手
水
鉢
ふ
た
柄
杓
召
置
候
事
但
番
頭
用
意
一
御
上
は
き
緒
ふ
と
︑
御
座
板
縁
︑
薄
縁
之
上
ニ
召
置
候
事
但
長
崎
置
物
・
手
拭
ハ
番
頭
用
意
一
御
次
ニ
手
水
・
手
洗
・
手
拭
懸
・
手
拭
共
ニ
召
置
候
事
但
た
は
こ
盆
并
小
道
具
・
銀
き
せ
る
共
ニ
長
崎
置
物
・
た
は
こ
番
頭
用
意
一
た
は
こ
御
銘
々
差
出
候
事
但
菓
入
台
共
ニ
同
断
︑
御
菓
子
龍
脇
肉
︑
番
頭
用
意
一
御
菓
子
御
銘
々
差
出
候
事
但
茶
碗
并
ふ
た
台
共
ニ
同
断
︑
御
茶
番
頭
用
意
一
御
茶
差
出
候
事
附
鈴
茶
碗
︑
長
崎
置
物
一
深
堀
ゟ
源
秀
院
之
水
︑
取
寄
置
候
事
一
右
御
か
ま
ひ
︑
番
頭
家
来
相
勤
候
事
供
之
家
老
︑
偖
又
町
年
寄
江
差
出
候
物
数
一
菓
子
一
茶
一
た
は
こ
一
茶
酒
両
種
一
取
肴
右
何
も
品
并
器
物
共
ニ
番
頭
用
意
︑
但
右
之
内
た
は
こ
盆
・
び
ひ
ど
ろ
ひ
ん
・
猪
口
之
儀
ハ
長
崎
置
物
一
惣
供
中
江
之
儀
︑
所
見
合
︑
外
ニ
薄
縁
敷
置
︑
た
は
こ
盆
并
出
し
茶
差
出
置
候
︑
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炎
暑
之
節
は
切
立
ニ
入
水
も
差
出
候
事
︑
但
品
并
器
物
共
ニ
右
同
断
一
御
帰
之
節
︑
番
頭
其
外
最
前
之
人
数
︑
波
止
場
罷
出
候
事
︑
但
御
目
付
・
物
頭
中
之
儀
︑
最
初
之
侭
波
止
場
扣
罷
有
候
事
一
右
之
節
︑
御
石
火
矢
方
付
役
之
儀
︑
最
前
罷
出
候
侭
︑
御
蔵
之
前
罷
出
候
事
︑
右
両
御
番
所
御
巡
見
之
上
︑
戸
町
ゟ
直
道
生
田
御
越
也
一
道
生
田
波
止
場
ニ
而
︑
御
舩
抱
候
舸
子
拾
人
︑
筋
帷
子
着
せ
︑
従
西
泊
差
越
候
事
一
於
道
生
田
罷
出
候
人
数鍋
嶋
志
摩
西
泊
番
頭
西
泊
・
戸
町
御
石
火
矢
方
頭
人
弐
人
西
泊
御
目
附
西
泊
・
戸
町
御
石
火
矢
方
付
役
壱
人
宛
右
西
泊
よ
り
之
人
数
︑
先
立
道
生
田
罷
越
居
候
︑
長
崎
聞
番
は
波
止
場
迄
罷
出
候
事
︑
附
戸
町
御
石
火
矢
役
頭
人
之
儀
︑
御
奉
行
衆
戸
町
御
乗
舩
之
節
︑
御
先
ニ
付
役
召
連
︑
道
生
田
罷
越
候
事
一
道
生
田
御
見
分
相
澄
︑
御
帰
舩
之
刻
︑
西
泊
波
止
場
江
同
所
物
頭
・
御
石
火
矢
方
付
役
迄
罷
出
候
︑
戸
町
波
止
場
江
ハ
番
頭
・
御
目
付
・
物
頭
・
御
石
火
矢
方
付
役
迄
罷
出
候
事
一
御
奉
行
衆
長
崎
御
帰
舩
之
上
︑
志
摩
并
両
番
頭
︑
為
御
機
嫌
伺
御
奉
行
所
罷
出
候
︑
尤
御
巡
見
相
澄
候
段
︑
御
側
・
請
役
所
江
注
進
之
事
[別
紙
]
﹁
元
文
二
年
五
月
︑
窪
田
肥
前
守
殿
両
御
番
所
ゟ
道
生
田
御
巡
見
之
節
︑
戸
町
御
目
付
ゟ
道
生
田
相
勤
被
申
候
様
仕
候
︑
右
は
西
泊
御
番
所
番
頭
・
御
目
付
共
ニ
参
候
得
は
明
候
付
而
也
﹂
一
御
奉
行
衆
御
巡
廻
之
節
︑
御
番
舩
之
中
何
方
江
差
出
候
ハ
て
不
叶
儀
有
之
節
は
︑
深
堀
在
代
舩
可
相
繋
候
︑
御
番
舩
不
足
有
之
候
而
は
見
懸
不
宜
付
而
之
一
前
ニ
有
之
通
︑
小
番
中
始
而
御
奉
行
御
見
廻
︑
佐
賀
ゟ
御
石
火
矢
役
頭
人
被
差
越
候
節
は
︑
右
乗
舩
廿
挺
立
壱
艘
・
付
舩
壱
艘
︑
銘
々
舸
子
共
ニ
深
堀
ゟ
召
寄
候
事
一
隣
単
之
御
衆
︑
御
番
所
御
見
廻
之
儀
︑
御
向
方
ゟ
御
奉
行
所
被
仰
談
候
上
︑
其
段
日
限
共
ニ
聞
番
迄
被
仰
聞
候
︑
右
之
旨
御
番
所
申
来
候
上
︑
御
石
火
矢
蔵
・
御
玉
蔵
御
守
も
被
成
御
覧
候
様
可
仕
哉
︑
番
頭
共
ゟ
相
伺
候
段
︑
以
聞
番
御
奉
行
所
申
達
︑
得
御
差
図
置
候
︑
此
外
御
番
所
仕
組
之
儀
︑
万
端
御
奉
行
衆
御
見
廻
之
節
同
然
之
事
︑
附
リ
佐
賀
註
進
之
儀
も
︑
御
奉
行
衆
御
見
廻
同
断
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